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千
住
福
祉
事
務
所

千
住
区
民
事
務
所

千

住

保

健

所

移
転
し
て
新
し
く
な
り
ま
す

(千
住
庁
舎
　
千
住
仲
町
1
9
-
3
)

12月 6 日

(月)業務開始
この庁舎は、千住地区にある福祉事務所・区民事

務所・保健所を1 ヵ所に統合した庁舎です。これか

ら、保健・福祉の連携とともに区民事務所を加え、

区民の健康と生活を支援する拠点として新たにスタ

ートします。

こ
の
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
地
上
4
階
建
て
の
建
物
で
す
。
施

設
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

千
住
福
祉
事
務
所

福
祉
事
務
所
で
は
、
生
活
保
護
に
関

す
る
こ
と
や
、心
身
障
害
者
、高
齢
者
、

母
子
世
帯
、
児
童
な
ど
の
福
祉
向
上
を

図
る
た
め
、
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し

各
種
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

千
住
区
民
事
務
所

区
民
事
務
所
で
取
り
扱
う
主
な
内
容

▽
転
入
・
転
出
・
転
居
の
届
出

▽
住
民
票
の
写
し
の
交
付

▽
印
鑑
登
録

な
ど

※
区
内
ど
こ
の
区
民
事
務
所
で
も
同
じ

事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

千
住
保
健
所

保
健
所
で
は
、
各
種
の
健
康
相
談
・

診
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
薬
衛
生
・
環
境
衛
生
や
食
品
衛
生
に

関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

現
在
の
場
所
で
の
千
庄
福
祉
事
務
所
、

千
住
区
民
事
務
所
、
千
住
保
健
所
の
業

務
は
1
9一月
3
日
ま
で
終
了
し
ま
す
。

※
連
絡
先
の
電
話
番
号
は
現
在
と
変
わ

り
ま
せ
ん

▲
ミ
リ
オ
ン
通
り
か
ら

の
入
口
(
福
祉
事
務
所
)

旧
日
光
街
道
か
ら
の
入
口

(区
民
事
務
所
、
保
健
所
)

交
通
案
内

所
在
地

〒
固
・
0
0
3
6

千
住
仲
町

1
9
-
3

北
千
住
駅
か
ら
徒
歩
8
分

・
福
祉
事
務
所
へ
は
ミ
リ
オ
ン
通
り
か

ら
、
区
民
事
務
所
・
保
健
所
へ
は
旧
日

光
街
道
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

施設案内

第
二
次
足
立
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
を策

定
し
ま
し
た

「
学
び
が
活
き
る
　
私
が
活
き
る
　
ま
ち
が
活
き
る
」

～
2
1
世
紀
の
あ
だ
ち
「
学
び
」プ
ラ
ン
～

転
換
点
に
立
つ
足
立
区
の
生
涯
学
習

区
で
は
、
区
民
と
行
政
が
一
体
と
な

り
、「
学
び
合
う
ま
ち
あ
だ
ち
」の
創
造

に
向
け
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
活
動
の
場
の
整
備
や
学
習

機
会
の
提
供
な
ど
が
充
実
し
、
皆
さ
ん

の
主
体
的
な
学
習
活
動
が
活
発
化
し

て
、
学
習
グ
ル
ー
プ
や
団
体
は
大
き
く

増
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
生
涯

学
習
は
、
皆
さ
ん
の
余
暇
時
間
の
有
効

活
用
と
し
て
の
、
生
き
が
い
づ
く
り
や

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
を
中
心
に
、
い
わ
ば

「
量
的
拡
大
」
を
果
た
し
て
き
た
と
言

え
ま
す
。
し
か
し
、
国
際
化
・
情
報
化

・
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
社
会
状

況
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、
足
立
区

の
生
涯
学
習
は
、
今
大
き
な
転
換
点
に

立
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い「
学
び
」の
創
造
を
め
ざ
し
て

こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
は
、
区
民
の

生
活
自
体
を
支
え
る
た
め
の
学
習
や
区

民
参
画
の
も
と
に
行
わ
れ
る
、
新
た
な

地
域
社
会
の
創
造
を
支
援
す
る
た
め
の

学
習
の
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
蓄
積
の
上
に
立
っ
て
、
学
習
の
質
の

転
換
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。い
わ
ば
「
量
的
拡
大
」
か
ら
「
質

的
拡
充
」
へ
向
か
う
必
要
が
あ
る
の
で

す
。第

二
次
足
立
区
生
涯
学
習
推
進
計
画

の
策
定

こ
の
よ
う
な
、
区
の
生
涯
学
習
の
新

し
い
方
向
を
示
す
計
画
と
し
て
「
第
二

次
足
立
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
「
生
涯
学

習
推
進
基
本
計
画
」
と
、
年
度
ご
と
ま

た
は
複
数
年
度
に
わ
た
っ
て
策
定
す
る

「
生
涯
学
習
推
進
実
施
計
画
」
の
二
層

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
策
定
し

た
の
は
「
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
」

で
す
。
こ
の
「
基
本
計
画
」
で
は
、「
三

つ
の
戦
略
」
と
「
四
つ
の
重
点
課
題
」

を
設
定
し
ま
し
た
。

二つ
の
戦
略
と
四
つ
の
重
点
課
題

今
後
の
生
涯
学
習
推
進
に
あ
た
っ

て
、全
体
を
貫
く
基
本
的
方
針
と
し
て
、

▽
新
し
い
「
学
び
」
の
創
造
と
行
政
の

役
割
の
明
確
化

▽
生
涯
学
習
ト
ー
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成

▽
ま
ち
づ
く
り
に
恬
か
す
生
涯
学
習

の
三
つ
の
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
特
に
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
学
習
課
題
と
し
て
、

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
生
涯
学
習

▽
障
害
者
・
高
齢
者
と
生
涯
学
習

▽
豊
か
な
職
業
生
活
と
生
涯
学
習

▽
国
際
化
社
会
と
生
涯
学
習

の
四
つ
の
重
点
課
題
を
設
定
し
ま
し

た
。実

施
計
画
の
策
定

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業

を
ど
う
体
系
化
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
、1
2年
度
の
「
実
施
計
画
」
の
策
定

に
着
手
し
ま
す
。1
2年
7
月
開
設
予
定

の
「(
仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
』を

核
と
し
た
生
涯
学
習
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

の
「
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
」
化
へ
向
け

た
検
討
な
ど
を
、
こ
の
実
施
計
画
の
中

で
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
生
涯
教
育
推
進
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▲ 学校図書館ボランテ ィア

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
家
族
介
護
者

教
室
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
障
害
者
特
集
/
エ
イ
ズ
の
予
防
6

・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/

ひ
ろ
ば
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典
/
あ
だ
ち

カ
レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス

3880- 5678
区長室に
設置しています

間
違
い
電
話
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か

区
役
所
の
番
号
と
間
違
え
て
電
話
が
か
か
り
、
大
変
迷
惑
を
し
て
い
る
方
が

い
ま
す
。区
役
所
へ
お
か
け
の
際
は
、
番
号
を
確
認
の
う
え
お
か
け
く
だ
さ
い
。

区
役
所
は
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

世帯と人口 ( 11年11月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 274, 674 人口: 636, 410人( 男: 322, 047 人, 女: 314, 363人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

熱
川
、軽
井
沢
な
ど
1
1
力
所
の
国
民

宿
舎
と
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外
施
設

・
野
外
活
動
施
設
8
ヵ
所
が
低
額
な
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。助
成
限
度
額

―
▽
国
民
宿
舎
・
・
i
泊
に
つ
き
大
人
6

千
4
9
0
円
、小
人
(
3
歳
～
小
学
生
)
5

千
7
7
0
円
▽
区
施
設
・
・
・
1
泊
に
つ
き
保

養
所
は
大
人
5
千
謨
円
、小
人
(
3
歳
～

小
学
生
)
2
千
9
3
0
円
教
育
・
野
外

施
設
は
大
人
3
千
4
0
0
円
小
人
(
3
歳
～

中
学
生
)

千
7
0
0円

※
限
度
額
を
超

え
る
場
合
は
自
己
負
担
。
年
度
内
国
民

宿
舎
と
区
施
設
と
の
合
計
で
2

泊
ま
で

利
用
可

対
象
=
母
子
ま
た
は
父
子
家

庭
の
方
で
児
童
育
成
手
当
受
給
者
の
方

申
込
=

▽
国
民
宿
舎
・
:
各
施
設
へ
直
接

予
約
(

必
ず
足
立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休

養
ホ
ー
ム
利
用
と
告
げ
て

、
料
金
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約
後
、
児

童
手
当
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
の
窓

口
で
、
利
用
券
の
申
請
な
ど
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

▽
区
の
施
設
・・・コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
専
用
(
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
が
済
ん
だ
方
は
、
児

童
手
当
佩
に
「
宿
泊
者
証
明
願
い
」
の

用
紙
を
電
話
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
児
童
扶
養
手
当
証一
・
児

童
育
成
手
当
支
払
通
知
S
な
ど
、
ひ
と

り
親
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

と
印
鑑
を
持
参

申
・
問
先
l
児
童
手

当
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
ま
す

対
象
=
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
の

み
は
除
く
)
受
給
資
格
者
で
、
小
学
生

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

観
家
庭

内
容
1
親
ま
た
は
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と

き
、家
事
や
育
児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾
病
・
入
院
等

は
対
象
外
)
/
一
度
の
申
請
で
3
回
以

内
、年
間
2
0
回
ま
で
/
午
前
7
時
～
午

後
7
時
の
間
で
連
続
8
時
間
ま
た
は
4

時
間
を
1
回

申
込
=
診
察
券
な
ど
疾

痾
等
を
証
明
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を
持

参
し
介
護
劵
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

(緊
急
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

申
し
込
み
に
よ
り
代
理
の
方
の
来
所

可
)

申
・
問
先
=
児
童
手
当
係
ま
た

は
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉 事務 所一 覧

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
=
▽
検
査
・
・
・
1
2
月
2
2
日
出
、午
前

9
時
1
1
0
時
▽
結
果
に
よ
る
指
導
・

予
防
学
習
・
・
・
1
月
1
2
日
出
、午
前
1
0
時
～

1
1時

対
象
=
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の

女
性

内
容
=

骨
測
定
・
体
脂
肪
・
血

圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
な
ど

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
1
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
1
1
2

月
3
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
1
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

こ
の
機
会
に
、自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
、生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。日
時
=
1
2
月
5
日
沺
、午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
―
保
塚
住

区
セ
ン
タ
ー

内
容
=
パ
ネ
ル
展
示
や

計
測
、
健
康
相
談
、
血
液
・
尿
検
査
な

ど

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
保
筱
住
区
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
8
)
1
8
7
6

足
立
保
健
所a

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

高齢者在宅サ ービ スセンター・在宅介護支援セ ンター

12月の家族介護者教室のご案内

障
害

別

福
祉
相
談

障
害
に
関
わ
る
生
活
経
験
を
持
ち
、

都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
が
、障

害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
等
=
毎
週
水
曜
日
、午
後
1
時
～

4
時
(
1
2月
2
9日
は
除
く
)

場
所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

障
害
種
別
=
聴

覚
障
筈
者
関
係

問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

1
2年
4
月

入
園
・
転
園

保
育
園
児
募
集

お
子
さ
ん
の
新
規
入
園
や
、
住
所

の
移
動
な
ど
に
よ
る
転
園
を
希
望
さ

れ
る
方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
期
間
l
り一月
1
日
1
1
5日
(
期

間
厳
守
)

※
申
し
込
み
が
遅
れ
た

場
合
、1
2年
4
月
入
所
の
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
1

次
の
も
の
を
持
参
…
①
平
成
1
0年
分

所
得
税
額
が
わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴

収
粟
ま
た
は
確
定
申
告
書
控
え
)
、1
1

年
分
所
得
税
が
確
定
し
だ
い
H
年
分

の
も
の
を
提
出

②
1
1年
度
固
定
資

産
税
を
証
明
す
る
書
類
(
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
み
)

③
印
鑑

※
申

込
書
は
1
1月
2
5日
か
ら
各
福
祉
事
務

所
・
区
民
事
務
所
の
窓
口
、
保
育
園

で
配
布

申
先
1
住
所
地
を
担
当
す

る
福
祉
事
務
所
(
5
面
の
表
4
)
お

よ
び
各
保
育
園
(
表
2
)

問
先
=

各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表2　 保育園一覧

○ 公は設置・経営主体ともに公立、 私は設置・経営主体ともに私立、民は設置主体が公立・経営主体が私立の保育園です。
○ ★印の保育園は、産休明け( 生後57日目以降) 保育可能園です。そのほかのO 歳児保育可能園は、6 ヵ月以上の児童か対象とな
ります。

O 両親の就労時間等の都合で、午後 ア時30分まで延長保育ができる園もあり ます( 1 歳6 ヵ月以上の児童が対象。可能園について
は、お周い合わせく ださい) 。
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健康
カレン
ダー
1
2月の予定

消
化
器
が
ん
検
診

(
無
料
)

胄
が
ん
検
診
に
従
来
か
ら
の
X
線
撮

影
に
加
え
、
血
液
(
血
済
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
法
)
に
よ
る
検
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
検
査
は
採
血
量
が
少
量
で
す
み
、

妊
娠
中
も
し
く
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
方
、
バ
リ
ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方

で
も
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
=

表
3

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
訶
気
で
治

療
中
の
方
は
除
く

内
容
=
①
X
線
撮

影
に
よ
る
冐
が
ん
検
診
と
検
便
に
よ
る

大
腸
が
ん
検
診

②
血
液
検
査
(
血
清

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)
に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
(
い

ず
れ
か
一
方
の
申
し
込
み
、
妊
娠
中
の

方
は
②
の
み
可
)

定
員
1
2
0
1
6
0人

(先
着
順
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

検
診
日
、
受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で

明
記
。
後
日
。
受
診
票
と
案
内
を
送
付

し
ま
す

期
限
―
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5

日
必
着
。
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末

日
(
1
月
を
希
望
す
る
場
合
、1
2月
1
5

日
必
着
、受
診
票
の
送
付
は
1
2月
末
日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
受
診

日
が
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所

が
他
の
保
健
所
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
②
血
液
検
査
は
中
央
本
町
保
健
相

談
所
が
、
比
較
的
早
く
受
診
で
き
ま
す

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
診
療
放
射

線

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

表3　 消化器が ん検診日 程
①X 線撮影+ 検 便

②血液検査+ 検便

千
住
健
康
大
学

「2
1
世
紀
へ
の
健
康
づ
く
り
」

ー
真
の
健
康
と
は
?

4
0
代
～
5
0
代
の
自
分
探
し
ー

新
し
い
生
き
方
を
発
見
し
よ
う

日
時
等
=
表
4

定
員
=
5
0人
(
1
2月
1
7

日
の
み
1
0
0
人
)

費
用
=
無
料

申

込
=
い
1
1
月
2
5日
か
ら
電
話

場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
所

魯
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表4　 千住健 康大学

精
神
保
健
講
演
会

思
春
期
、
青
年
期
の
心
の
ト
ラ
ブ
ル

ー
精
神
医
学
的
立
場
か
ら
ー

思
春
期
、
青
年
期
に
は
心
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
中
に
は
精
神
科
な
ど
の
医
療
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。専
門
家
の

話
を
聞
い
て
、そ
の
特
徴
や
対
処
の
仕

方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。日
時
_
C
M
月

8
日
㈲
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

講
師
=
坂
本
博
子
氏
(
精
神
科
医
師
)

定
員
-
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
1
1

月
2
5日
か
ら
電
話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所
保
健
指
導
係

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

心
の
病
と
つ
き
あ
う
法
・
家
族
の
方

へ
日
ご
ろ
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
み
ん
な
で
考
え
先
生
が

お
答
え
し
ま
す
。

日
時
=
1
1月
2
7日

出
、
午
後
2
時
～
4
時

講
師
=
中
澤

正
夫
氏
(
代
々
木
病
院
医
師
)

定
員
=
5
0

人

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

1
歳
児
子
育
て
教
室

1
、2
歳
児
は
動
き
が
活
発
で
、反

抗
期
も
目
前
で
す
。子
育
て
の
大
変
さ

を
分
か
ち
合
い
、親
子
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。日
時
=

1
2
月
1
3
日
鼎
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

場
所
=
東
和
セ
ン
タ
ー
対
象
―
東
和

保
健
相
談
所
管
内
在
住
の
I
歳
半
～
2

歳
児
を
も
つ
親
と
子
(
2
月
に
参
加
さ

れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

内
容
=

プ
ロ
が
教
え
る
子
育
て
の
コ
ツ
(
ほ

め
方
、
し
か
り
方
、
遊
び
方
)

講
師
=

藤
谷
幸
江
氏
(公
立
保
育
園
元
園
長
)

定
員
=
3
0
組
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
H
月
2
6日
か
ら
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

a
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

12月の献血
皆さんのご協力をお待ちしています

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
の

「
介
護
保
険
要
介
護
認
定
申
請
」「
介
護
保

険
相
談
」を
受
け
付
け
ま
す

日
時
=
1
2月
9
日
Ⅲ
、
午
後
2
時

～
5
時

場
所
I
竹
の
筱
障
害
福

祉
館

対
象
=
手
話
通
訳
が
必
要

な
方

内
容
=
要
介
護
認
定
申
請

受
付
、介
護
保
険
相
談

問
先
=

介
護
保
険
課

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
2
1

健康あ・ら・かると

「口腔ケア」
最 前 線

「
最
近
ど
う
も

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し

て
か
め
な
い
」「
入

れ
歯
が
合
わ
な

い
」「
口
臭
か
気
に

な
る
」「
口
が
乾

く
」「
食
べ
る
と
き
に
む
せ
る
、飲
み
込

み
に
く
い
」
な
ど
の
相
談
が
歯
科
相
談

墮
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
(
歯
や
口
)
の
問
題
は
つ
い
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
が
ち
で
す
。
お
口
の

観
察
や
ケ
ア
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る

と
、
楽
し
く
お
い
し
い
は
ず
の
食
事
に

問
題
が
お
き
て
栄
餐
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱

れ
、
体
調
を
崩
し
た
り
、
口
臭
が
発
生

し
た
り
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
台
無
し
。こ
れ
で
は
。
元
気
な
く

消
極
的
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
他
の

病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
ご
自
身
で

の
口
腔
ケ
ア
が
難
し
く
、
口
の
中
が
と

て
も
汚
れ
た
状
態
に
な
り
が
ち
。ま
た
、

唾
液
の
分
泌
量
が
減
っ
て
き
た
り
、
口

の
ま
わ
り
の
筋
肉
が
衰
え
て
く
る
な
ど

の
変
化
に
よ
り
、
か
め
な
い
・
飲
み
込

み
づ
ら
い
・
食
欲
が
な
い
・
肺
炎
や
心

臓
病
な
ど
の
全
身
疾
患
を
引
き
起
こ
す

な
ど
、
生
き
る
意
欲
や
生
命
に
も
つ
な

が
る
重
大
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
今
、

介
護
の
現
場
で
は
、
こ
の
よ
う
な
様
々

な
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
、
口
の

中
の
清
潔
を
保
っ
て
、
口
腔
の
持
つ
機

能
を
維
持
、
改
善
す
る
「
口
腔
ケ
ア
」

の
大
切
さ
が
、
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、今
年
6
月
、「
口
腔
ケ
ア
に

関
す
る
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

脳
梗
塞
の
後
遺
症
な
ど
で
リ
(
ビ
リ

の
た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
に
通

所
中
の
高
齢
者
1
1
3人お
よ
び
介
護
者
7
3

人
を
対
象
に
。
食
事
や
入
れ
歯
に
つ
い

て
お
闃
き
し
、
口
の
中
を
観
察
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
困
っ

て
い
る
こ
と
と
し
て
、
ご
本
人
の
3
5
%

が
「
入
れ
歯
が
あ
わ
な
い
等
」、
4
0
%が

「
か
み
に
く
い
、
歯
に
は
さ
ま
り
や
す

い
等
」、ま
た
、介
護
者
の
方
の
8
0
%が

「
こ
ぼ
す
・
時
間
が
か
か
る
・
む
せ
る

等
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
調

査
か
ら
、
日
ご
ろ
、
歯
や
口
の
状
態
に

問
題
が
あ
っ
て
も
気
付
か
な
か
っ
た

り
、
不
満
足
な
点
が
あ
っ
て
も
あ
き
ら

め
て
い
る
実
情
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

「
し
っ
か
り
か
ん
で
、
お
い
し
く
食
べ

る
」
た
め
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
、
い

っ
し
ょ
に
「
口
腔
ケ
ア
」
を
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
か
か
り
つ
け
歯
科
医
や

歯
科
衛
生
士
に
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

A
保
健
所
・
保
健
相
談
所歯

科
衛
生
士
V

選
挙
豆
知
識

明
る
い
選
挙
推
進
委
員

区
で
は
、
1
2
5人の
方
に
明
る
い
選
挙

推
進
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
任
期

は
2
年
間
で
、
主
な
活
動
は
「
話
し
あ

い
活
動
」
を
と
お
し
て
、
有
権
者
に
政

治
と
選
挙
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
身
近
に
あ
る

様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
話
し
あ
い
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
、
地
域
で
の
話
し
あ
い
活
動
の
助

言
者
の
役
割
や
。
グ
ル
ー
プ
作
り
の
世

話
役
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
の

と
き
に
は
、
街
頭
啓
発
や
、
不
在
者
投

票
立
会
人
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
推
進
委
員
か
ら
呼
び
掛
け
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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障害者の日特集
楽しく暮らそう!
障害者の生活をより豊かに

12月
9

日

障害者の日

1
2月
9
日
は

「
障
客
者
の
日
」
で
す
。
こ
れ
は
、

昭
和
5
0年
程
月
9

日
に
国
連
か

「
障
害
者
の
権
利
宣

言
」を
決
議
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
国
民
の

間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
』
た
め
の
日
と
し
て
、
『
障
害
者
基
本
法
』

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
む
こ
と
が
重
要

-
嚀
害
者
の
日
」
は

、
障
害
者
自
身

に
と
っ
て

「
社
会

、
羅
済

、
文
化
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
優
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
」
た
め
の
日

と
し
て

も
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す

。

淳
害
を
持
つ
持
た

な
い
に
か
か

わ
ら

ず

、

】人
の
人
間
と

し
て
生
活
し
て
い

く
う
え
で

「
社
会
活
励
へ
の
参
加
―
暮

ら
す
」
や

「
経
済
活
動
へ
の
参
加
=
働

く
」
も
大
切
で
す
が

、
も
う
ひ
と
つ
忘

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が

「
艾
化
活
動

へ
の

参
加
1

桑
し
む

」
で
す

。

障
害
者
の
生
活
を
考
え
る
と
き

、
本

人
も
周
囲
の
方
も
療
育
や
馴
練

、
リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
ど
う
し
て

も
関
心

か
集
ま
っ
て
し
ま
い
、「
桑
し
む
」と
い

う
視
点
に
欠
け
が
ち
で
す
。
障
害
を
持

つ

方
も
、
明
る
く
生
き
が
い
を
持
っ
て

豊
か
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
む
こ
と
か
靈

嬰
と

な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
楽
し

く
暮
ら
す
」こ
と

を
実
践
さ
れ
て
い

る
区
内
の
障
害
を
お

持
ち
の
方
の
活
動

を
、
2
例
紹
介
し
ま

す
。

ご 相 談 は
東

部

障
害

福

祉

総

合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西

部

障
害

福

祉

総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

障

害

福

祉

計

画

係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5
(

直
通
)

水
の

中

で
は

動
き

も
す

い
す

い

障
害
者
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
公
社
で
は
、
障
各
を
お
持
ち
の
方

を
対
象
に
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
の
屋
内

プ
ー

ル
で
は
、
身
体
陣
害

者
を
対
象
と
し
た

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
を
9
月
・
1
0

月
の

水
曜
日
、
の
べ
5

回
開
催
。
身
体

を
勣
か
す
喜
び
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

血
圧
測
定
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

あ
と

水
の
中
へ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
水
中
運
動

に
始
ま
り
、
声
を
出
し
な
が
ら
の

水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ボ
ー
ル
や
ビ
ー
ト
板

を
僅
っ
た
水
中
で
の

ゲ
ー
ム
。
最

後
に

そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
心
じ
て
、
泳
げ
る
方

は
水
泳
、
泳
け
な
い

方
は
支
え
ら

れ
な

が
ら

身
体
を
浮
か
せ
て
終
了
で

す
。

1
0月
2
0
日
は
、
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン

タ
ー
の
リ
(

ビ
リ
通
所
者
を
中
心

に
9
人
か
参
加

。
渡
辺
勝
己
さ
ん
(

大

谷
田
)
は

、「
水
中
で
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り

し
ゃ
が
ん
だ
り
す
る
と

。
あ
と
で

筋
肉

痛
に
な
る
く
ら
い

だ
っ
た

が

、
日
ご
ろ

便
わ
な
い
筋
肉
を
便

え
て
良
か
っ
た

。
王
了
の

都
立
障

售
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
プ

ー

ル
で

も
泳
げ
る
こ
と
は

泳
げ
る

が
、
今
回
の
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
な
い
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
」
。

求
た

、
曾
澤
昌
栄
さ
ん
(

東
和
)

は

、一
生
ま
れ
て
初
め
て
プ
ー
ル
に

入
っ
た
。
指
導
の
先
生
方
も
優
し

く
、
楽
し
く
で
き
た
の
で

時
間
が

と
て
も
短
く
感
じ
た
。
一
人
で
は

な
か
な
か
プ

ー
ル
に
行
き
に
く
い

の
で

、
今
後
も
教
室
を
続
け
て
欲

し
い
」
。坂
谷
隆
さ
ん
(
谷
中
)
は

、「
と

て

も
疲
れ
る
け
れ
ど

、
プ
ー
ル

か
ら
上

が
う
た
あ
と
は
歩
き
や
す
い
」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

指
導
者
は
障
害
者
水
泳
専
門
指
導
貝

と
区
公
認
水
泳
指
導
貝
6

人
で

す
。
ス

ポ
ー
ツ
公
社
社
会
体
育
主
事
と
障
害
セ

ン
タ
ー
の
職
貝
も
水
の
中
で
手
伝
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
降
害
程
度
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら

、
水
の
中
で

歩
い
た

り
身
体
を
励
か
し
た
り
、
ふ

れ
あ
い
を
取
り
入
れ
な
が
ら

指
導
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
教
室
は
す
で
に

終
了
し
ま
し
た
が
、
采
年
度

は
規
模
を
拡
大
し
て

実
施
し

て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で

は

車
い
す
の
方
を
対
象
と
し

た

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
先
=

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
ス

ポ
ー
ツ
事

業
課

昔
(
5
6
8
6
)
2
5
0
3

▲ 最初は念入りに体をほぐします

め
ざ
す
は
全
国
大
会
制
覇
!

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に

夢
を
乗
せ
て

「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
と
い
う

競
技
を
ご
存
知
で
す
か
?

こ

れ
は
、
フ
リ
ス
ビ

ー
に
似
た
デ
ィ

ス
ク
(
円
盤
)

を
役
げ
て

、
距
曜
や
正

爾
さ
を
氈
う
も
の
で
す

、
皿
害
者
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
で
正

式
種
目
に
な
っ
て
い
ま
す

。

口
中
さ
ん
は
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
の

「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

」
部
門
(
距

離
を
覃
つ
)
で

、
今
年
度
ま
で
4

年
連

続
優
勝
と
い
う
快
挙
を
還
成
し
て
い
ま

す

。全
国
大
会
に
も
4

年
連
続
出
場
し

。

『
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
』
は

優
勝
-

凖
優
勝

各
―
回

、
入
賞
2
回

。
ま
た

、「
ア
キ
ュ

ラ
シ
よ

部
門
(
M
m

先
の
輸
に
デ
ィ

ス
ク
を
投
げ
入
れ

、
正

墮

冢

農

う
)

で
も
凖
鰹
勝
1
回

、
入
賞
3
回
と
い
う

岬
か
し
い
既
績
i
J

。
今
年
度
の

島
根
大

会
で
は
「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」3

位

、「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
」翠
優
勝

と
、
銀
・
銅
の
2
つ
の
メ
ダ
ル
を

箋
得
し
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
養
護
学
校
高
篩

部
多
軍
業
後
い
く
つ
か
の
職
鳩
?

助
務
。
東
部
障
霄
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
福
祉
作
業
所
を
経
て
、
平
成
8

年
か
ら
J

ス
テ
ッ
プ
ひ
寥
p
n

園
作
業
所
で
、
み
ん
な
に
頼
り
に

さ
れ
る
先
輩
と
し
て
屑
掃
業
務
に

就
い
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
東
京
武
道
館
で
?

朋
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み

、
休
み

の
日
に
は
荒
川
阿
川
取
で
お
父
さ
ん
と

練
習
し
て
い
事
歹
。
目
憚
は

、
来
年
2

0
0
0

年
の
記
令
歹
ぺ
空
(
会
で
の
両

郎
門
優
勝
で

す
。

▲ 「うさぎとかめ」を歌いながらウォーキング

表
彰
台
で

喜
ぶ
田
中
さ
ん
(
中
央
)

障害者週間
( 12月3日～9日)

の催 し

一

障
害
者
作
品
震

日

時
-
1
2
月
3
日
～
9

日

、
午
前
9

蒔
～
午
後
9

時

鳩
所
―
区
役

所
―
階
ロ
ビ
ー

内
容
9

区
内
の

障
害
者
(

児
)
の
方
々
の

絵
画
や

陶
芸
作
品
な
ど

・

足
立
区
障
害
者
の
日
記
愈
式
典
、
講

演
会
お
よ
び
舞
台
発
表
会

日
時
1
1
2
月
6
日

丱
、
午
前
9

時
3
0分

開
場

、1
0
時
開
始

場
所
―
区
役
所

庁

舎
ホ

ー
ル

定
員
=

柳
人

賢
用
=

無

料

申
込
l

当
日
直
接
会
場
へ

▽
講
演

「
大
江

光
の
世
界
と
癒
し
の
音

楽
L

心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
I

」

講
師
1
日
高
敏
夫
氏
(
日
本
コ
ロ
ン

ビ

ア
専
嘴
D
C
S

感
性
研

究
所
)

内

容

―
大
江
光
さ
ん
や
父
競
の
大
江
唖
三

郎

さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら

、「
癒
し
の
音
桑
」と
し
て
の

ク

ラ
シ
ッ
ク
に
触
れ
る

▽
舞
台
発
表
会
(

午
後
1
1
4

時
)

内
容
=
区
内
陣
害
者
団

体
な
ど
の
劇
や

楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス

な
ど

I

い
ず
れ
も
I

閥
先
l

東
部
璋
襦
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
郎
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

e
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

▲ 障害者作品展

▲ 舞台発表会

障
害
者施
設

1
2年
度
新
規
通
所・
入
所
者募
集

区
内
の
障
番
者
施
設
で
は
、1
2
年
度
新
観

通
所
者
を
募
集
し
ま
す
(
表
I
～
3
)
。1
2
年

度
に
は
新
規
閲
設
施
設
や
厩
存
施
設
の
名
称

変
更
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

、
福
祉
事

務
所
(
裏
4
)

ま
た
は
表
内
の
問
先
な
ど
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

。

申
込
期
間
=
1
1
月
2
5
日
～
1
2
月
1
0
日
申
込

=
管
轄
の
福
祉
事
筋
所
(
衷
4
)

ヘ
ー
話

※
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
幼
児

柑
導
佩

と

、
障
害
専
門
相
談
・
リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
通
所
訓
練
に
つ
い
て
は

、
随
時
相
談
・
募

築
を
行
っ
て
い
ま
す

表1　 知的障害者通所授産施設

表2　 知的障害者通所更生 施設

表3　 身体障害者施設

障害者施設・福祉 事務所配置図

表4　福祉事務所の管轄区域一覧
中 部 福 祉 事 務 所( 中 央 本・1- 17- 1 区 役 所 内)

3880- 5880( 直通)

足立1～4丁目、梅島1～3丁目、棚田1～8丁目、興野1・2丁目、
栗原1～4丁目、島根1～4丁目、関原1～3丁目、中央本町1～5‾J

目、西新井栄町1～3丁目、東六月町、平野1～3丁目、本木北黽、本
木西町、本木東町、本木闡町、本木1・2丁目、六月1～3丁目

千 住 福 祉 事 務 所( 千 住 柳 町12- 5　 ※ 12 月6 日 以 降 は 千 住 仲 町19- 3)

3888- 3141

小台1・2丁目、千住瞎町、干佳旭叨、干住東1・2丁目、干住大川町、

千住河原叨、干住寿町、干佳桜木1・2丁目、干住関屋町、干住竜田町、
干住仲司、干住中居叨、干住櫚戸町、干住緑町1～3丁目、千住宮元町、
干住元叨、千住梛叨、千佳1～5丁目、日ノ出町、宮雄1・2丁目、柳
原1 ・2 丁目

東部福祉事務所( 東綾瀬1- 26- 2)
3605- 7105

朔#1～6丁目、綾潮1～7丁目、大谷田1～5丁目、加平1～3丁目、
北加平町、弘道1・2丁目、佐野1・2丁目、神明1～3丁目、神明甬
1・2丁目、辰沼1・2丁目、東和1～5丁目、中川1～5丁目、西綾
瀬1～4丁目、西加平1・2丁目、東慶爾1～3丁目、- ツ家1～4丁

目、保塚町、六本1～4丁目、谷中1～5丁目、六町1～4丁目

西部福祉事務所( 鹿浜8- 27- 15)
3897- 5011

入谷1～9丁目、入谷叨、瑠1～3丁目、加賀1・2丁目、江北1～7

丁目、皿沼1～3丁目、鹿浜1～8丁目、新田1～3丁目、椿1・2丁
目、舎人町、舎人公園、西新井本黽1～5丁目、西新#1～ア丁目、徊
ノ内1・2丁目、谷在家1～3丁目

北部福祉事務所( 竹の塚2- 25- 17)
3883- 6800

伊興1～5丁目、伊興町白輜、伊興町狭間、伊興本町1・2丁目、古干

谷1・2丁目、古干谷本町1～4丁目、竹の塚1～7丁目、舎人1～6
丁目、西伊興1～4丁目、西伊貝町、西竹の塚1・2丁目、西保木間1～

4丁目、花畑1～8丁目、東伊興1～3丁目、東伊興町、東保木間1・

2丁目、保木間1～5丁目、南花畑1～5丁目

若
い
命
の
た
め
に
も

聞
い
て
、学
ん
で
、

エ
イ
ズ
の
こ
と
を

増
え
続
け
る
H
I
V
感
染

東
東
都
に
は
9

月
末
現
在

、
千
湎
人

の
エ
イ

ズ
患
者
・
H
I
V

感
染
考
か

報

告
さ
れ
て
い
ま
す
(
薬
害
を
除
く
)
。最

卮
の

傾
向
は

、3

歳
代
・
3
0
歳
代
・
4
0

歳
代
の
男
性
に
多
く

、
感
染
経
路
は

、

異
性
間

性
的
接
触
と
同
性
問
性
的
接
触

に
よ
る
も
の
が
半
々
と

推
定
さ
れ
ま

す

。H
I
V

は

、
非
常
に
感
桑
力
の
弱
い

ウ
ィ
ル
ス
で
感
桑
鰹
路
も
限
ら
れ
て
い

る
た
め

、
正
し
い
知
識
を
持
ち
行
励

す

れ
ば
感
染
を
予
防
で

き
ま
す

。

H
I
V

は

。
無
防
備
な
性
行
為
で
感

染
皿

液
が
体
内
に
入
る
こ
と
に
よ
り
感

染
し
ま
す

。
ま
た

、
母
観
が
感
染
し
て

い
る
と

、
妊
娠
・
分
晩
の
と
き
に
赤
ち

ゃ
ん
が
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

。

予
防
は
エ
イ
ズ
以
外
の
性
思
染
症
に
も

有
効
な

「
セ
ー
フ
ァ

ー
セ
ッ
ク
ス
(

よ

り
安
全
な
セ
ッ
ク
ス
)
」
で

、
特
定
の
人

と
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
し

、
出
血
を
伴

う
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
と
い
う
こ
と

が
I

番
有
効
で
す

。

心
配
な
と
き
は
迷
わ
ず
検
査
を

感
染
を
早
期
に
発
見
し
死
症
を
予

防

し
た
り

、-
-次
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は

抗
体
検
査
が
璽
要
で
す

。
た
だ
し

、
感

染
し
て
か
ら
抗
体
が
十
分
生
産
さ
れ
る

ま
で

、
平
均
8
週
間
以
上
か
か
る
と
I
舊

わ
れ
て
い
ま
す

。
検
査
は
感
染
の
機
会

か
ら
3

ヵ
月
以
降
に
受
け
る
こ
と
を
お

勤
め
し
て
い

ま
す
。

保
温
所
で

は

、
匿
名
・
無
料
で
H
I

V
(

エ
イ
ズ
)

抗
体
検
熹
・

相
談
を
行

っ
て

い
ま
す

。

検
査
日
時
―
▽
千
住
保
健
所
-
:
第
2
・

第
4
木
曜
日
、午
前
9
時
～
1
0
時
▽

足
立
保
健
所
・
:
第
1
・
第
3
水
曜
日
、

午
後
1
時
1
5
分
～
2
時

※
夜
関
の
検
査
・
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
(

新
宿
区
内
)
の
で

、
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

だ
れ
も
が
普
通
に

地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

H
I
V

を
殺
し
て
し
ま
う
薬
は
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
で
は

、
体
内
の

ウ
イ
ル
ス
か

智
え
る
の
を
抑
え
る
薬
が

便
わ
れ

、
発

齊
を
遅
ら
せ
る
こ
と
か
可

能
に
な
っ
て

き
ま
し
た

。1
0
年
以
上
発

鰐
し
な
い
で
日
常
生
活
を
送
る
S

桑
者

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

。H
I
V

・
エ

イ
ズ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
の
心
と
I

ら
し
を
支
え
る
活
動
に
は

。
医
療
や
行

政
機
関
だ
け
で
な
く

、
た
く
さ
ん
の
ポ

ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

が
活

躍
し
て

い
ま

す
。
諤
気
や

障
害
は
突
然
に
や
っ
て
き

ま
す

。
発
祠
者
は
障
害
者
と
し
て
認
定

さ
れ

、
公
的
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

い
つ
ま
で
も
地
域
で
音
通
に
暮
ら
し
た

い
と
い
う
の
は
み
ん
な
の
願
い
で
す

。

ま
す

。
一
人
ひ
と
り
が
今
す
ぐ
に
で
き

る
こ
と

、
そ

れ
は

、H
I
V

・
エ
イ
ズ

と
と
も
に
生
き
る
人
々
に
対
し

、
偏
見

を
持
た
ず

、普
通
に
接
す
る
こ
と
で
す

。

3
6時
間
エ
イ
ズ
電
話
相
談

日
時
1
1
1月
2
7日
出
の
午
前
1
0蒔
1
2
8

日
剛
の
午
後
1
0時

▽
総
合
相
談き

(
3
2
9
2
)
9
0
9
0

▽
感
染
者
福
祉
相
談

s
(
5
2
5
9
)
0
6
1
9

▽
英
語に
よ
る
相
談

S
(
5
2
5
9
)
0
2
5
6

▽
ゲ
イに
よ
る
相
談

S
(
5
2
5
9
)
0
7
5
0

▽レ
ズ
ビア
ン
に
よ
る相
談

昔
(
5
2
5
9
)
0
2
5
9

エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル

応
募

数
4
0
点
の

中
か

ら

、厳
正

な
審
査
の
結
果

、

最
優
秀
賞
に
安
斎
未
来
さ

ん
(
尾
竹
槍
番
護
学
院
)

の
作
品

が
選
ば

れ
ま
し

た

。
来
年
度

、
こ
の

作
品

が

、
エ
イ
ズ
キ
ャ
ン

ペ
ー

ン
ポ
ス
タ
ー
の
原
案
に
な

り
ま

す
。
こ
の
ほ
か

、
優

秀
賞
3
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

入
選
し
た
作
品
を
中
心
に
ポ
ス

タ
ー

展
を
聞
催
し
ま
す
。

期
間
I
H
月
3
日
～
1
2
月
3
日
鳩
所

=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

▲ 今年度の最優秀賞
安斎未来さんの作品

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
は

足
立
保
健
所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□ パン職人の募集　区内の障害者作業施設で結成した足立区障害者作業施設ネットワーク会( 愛称　Aふらんき) が、東和銀座商店街で運営しているアンテナショップの4～nノヾン・λ ㎝皿1ます。● - 搆黼月1自～十- n午前Rl ～心- Rl ・霞パ

ン作り経験者 ※ くわしくは・倡鸚丶合わせください 申・間瓷A ふらんき事務局{ 足立あかしあ ● 内> 　3849 ―1188
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催
し

物
ガ
イ
ド

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
・・・
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

成
人
の
日
の
集
い
　
1月
1
0日

新
た
に
成
人
と
し
て
の
門
出
を
迎
え

る
皆
さ
ん
を
祝
う
「成
人
の
日
の
集
い
」

を
閧
催
し
ま
す
。日
時
1
1
2
年
1
月

1
0
日
㈲
。午
後
O
時
3
0
分
受
付
、1
時

3
0
分
開
会
場
所
=
東
京
武
道
館
(
綾

瀬
駅
下
車
徒
歩
5
分
)
対
象
=
昭
和

5
4
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
5
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方

。
な
お

、
案
内
状
は
1
2
月

上
旬
に
お
送
り
し
ま
す

※
会
場
お
よ

び
付
近
に
は

、駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

。

自
動
車
で
の
来
場
は
お
断
り
し
ま
す

問
先
―
青
少
年
課
調
整
係

講
演
会

「
も
し
も
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
」

交
通
事
故
が
発
生
し
た
際
、
予
備
知

識
が
な
い
た
め
、
と
て
も
っ
ろ
た
え
た

と
多
く
の
方
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

区
民
相
談
室
で
は
。
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
交
通
事
故
相
談
を
行
つ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
自
転
車
利
用
や
徒

歩
で
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
安

全
運
転
・
歩
行
に
心
掛
け
る
こ
と
が
第

一
で
す
が
、
不
幸
に
も
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
様
々
な
対
応

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と

き
の
あ
な
た
の
適
切
な
行
動
が
円
満
な

解
決
へ
の
近
道
と
な
り
ま
す
。そ
の
た

め
、今
回
、足
立
区
交
通
事
故
相
談
員

に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。日
時
=
1
2
月
2
4

日
扈
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
場
所

=
区
役
所
1
2階
会
議
室

対
象
=
区
内

在
住
、
在
動
者

講
師
=
足
立
区
交
通

事
故
相
談
員

定
員
a
1
0
0人(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
I
H
月
2
5日
か
ら

電
話

申
・
問
先
=
広
聴
相
談
係

区
民
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

区
内
で
地
域
活
動
な
ど
を
と
お
し
て

活
躍
し
て
い
る
方
が
、
健
や
か
な
心
と

か
ら
だ
づ
く
り
に
つ
い
て
、
生
活
者
の

視
点
で
討
諭
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
1
1
2月
1
1日
出
、

午
後
2
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

内
容
=
「
健
や
か
な
生
活
(
く
ら
し
)

を
め
ざ
し
て
」

定
員
よ
I
J人
(
先
着

順
)

申
込
1
1
1月
2
5日
か
ら
電
話

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る

区
民
協
議
会
事
務
局
(
地
域
振
興
課
育

戉
係
内
)

「
税
に
関
す
る
作
文
」の
展
示

足
立
・
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
が
。
区
内
の
中
学
生
を
対
象
に
「
税

に
関
す
る
作
文
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

日
時
=
1
2月
1
3日
～
1
5

日

場
所
a
区
役
所
=
階
ロ
ビ
ー

優
秀
作
品
(
敬
称
略
)

▽
足
立
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

玉
村
亜
矢
子
(
第
二
中
)
/
鶴
飼
智
恵

子
(
第
十
一
中
)
/
平
瀬
美
代
子
(
第

十
五
中
)
/
千
葉
浩
美
(
淵
江
中
)
/

田
村
友
梨
絵
(
東
綾
瀬
中
)
/
荒
木
由

香
里
(
東
綾
瀬
中
)
/
杉
森
沙
織
(
青

井
中
)
/
三
田
有
希
子
(
蒲
原
中
)
/

山
口
紀
子
(
花
畑
北
中
)
/
藤
本
千
鶴

(六
月
中
)

▽
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

久
野
有
希
子
(
第
四
中
)
/
栗
原
幸
大

(第
五
中
)
/
鈴
木
美
波
(
第
七
中
)
/

安
江
諒
平
(
第
九
中
)
/
鈴
木
麻
友
(

第
十
四
中
)
/
箕
輪
晴
美
(
新
田
中
)
/

大
倉
佳
子
(
江
北
中
)
/
中
村
友
美

(江
北
中
)
/
宮
島
俊
平
(
伊
興
中
)

渡
邉
真
由
美
(
扇
中
)
/
黒
須
裕
代
(
扇

中
)

問
先
|
吶
税
課
整
理
係

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
の
3
世
代
が

音
楽
を
通
じ
て
交
流
し
ま
す

日
時
=
2
月
4
日
出
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
―
西
部
区
民
ホ
ー
ル

費
用
=

無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
西
部
児
童
館

酋
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
安
全
体
験

先
着
3
0人
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。
日
時
=
1
2月
1
日
廁
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

※
雨
天

中
止
　
場
所
=
区
役
所

申
込
り
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
交
通
安
全
係

郷
土
博
物
館
の
催
し

無
料
公
開
日
(

第
2

土
曜
日
)

の
映

画
会

日
時
9
1
2
月
H
日
出
、
午
前
H

時

内

容
―
「
緑
起
だ
る
ま
」(
2
9分
)
・・・
高
崎

の
だ
る
ま
作
り
と
緑
起
だ
る
ま
の
世
界
/

「
食
-
典
座
教
訓

、赴

粥

飯

法
に
学

ぶ
I

」(
3
2分
)
…
褝
の
立
場
か
ら
人
間

に
と
っ
て
の
食
を
考
え
る

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

し
め
か
ざ
り
作
り
体
験
教
室

簡
単
な
輪
飾
り
作
り
を
体
験
し
ま

す
。
日
時
凡
七
月
1
9
日
興
午
後
2

時
～
4
時
対
象
=
小
学
校
4
年
生
以

上

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、「
し
め
か
ざ

り
作
り
希
望
」
と
明
記

期
限
=
1
2月
1
0

日
必
着j

い
ず
れ
も
I

塲
・
申
・
問
先
―
郷
土
博
物
館

〒
圀

・
0
0
0
1

大
谷
田
5
1
2
0
1
1

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

募

集電
話
交
換
手
(非
常
勤
職
員
)

一
用
期
間
=
1
2
年
4
月
1
日
～
1
3
年

3
月
3
1日
(
延
長
可
)

助
務
場
所
=

区
役
所

対
象
l
電
話
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
技
能
認
定
証
を
有
し
て
い
る
方

か
、
電
話
交
換
業
務
経
験
の
あ
る
方

内
容
=
電
話
交
換
業
務

定
員
―

若
干
名

勧
務
条
件
―
週
4
日
勤
務
(
3
0

時
間
)
、
有
給
休
暇
あ
り

給
与

等
ふ
E
万
8
千
円
(
予
定
)

※
交

通
費
支
給
(

限
度
額
あ
り
)

申
込
=

自
筆
履
歴
一
(

写
真
添
付
)

と
作

文
「
私
が
篭
話
交
換
手
に
な
っ
た
ら

」

(
嶄
宇
程
度

※
市
販
の
槇
字
話
め

原
稿
用
紙
を
使
用
)

を
持
参
ま
た
は

郵
送

期
限
=
1
2
月
1
5日
消
印
有
効

選
考
方
法
=

一
次

書
類
審
査

、
二

次
面
接
(
1

月
中
旬
予
定
)

申
・

問
先
=

庁
舎
管
理
課
業
務
係

1
2月
1
1
日
(
土
)は
、お
休
み
し
ま
す

庁
舎
ホ
ー
ル
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等

1
2月
1
1日
出
は
、
衛
生
害
虫
駆
除

の
た
め
、
区
役
所
全
館
を
閉
館
し
ま

す
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
・
区
民

ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
・
基
幹
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
、

ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

問
先
=

庁
舎
管
理
課

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
等
の

入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ
融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間
か
か
り

ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
す

で
に
入
学
金
等
を
納
入
済
み
の
場
合

は
融
資
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
=
私

立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
大

学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私
立
の
専

修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と
同

居
し
て
い
る
保
護
者
/
区
内
に
引
き

続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方
/
1
0年
中
の
年

収
が
次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給

与
所
得
者
・
:支
払
給
与
の
総
額
が
1

千
万
円
以
下

▽
事
業
所
得
者
・
:総

所
得
金
額
等
が
伽
万
円
以
下

※
前

記
条
件
に
あ
て
は
蔘
i
吾
で
も
、
取

扱
金
融
機
関
の
貸
付
基
準
に
よ
り
融

資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
融
資
金
額
止
…
一
万
円
～
5
0
万
円
　

(
1
万
円
単
位
)

※
た
だ
し
志
望

校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納
付
額
(

授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)
お
よ

び
制
服
代
・教
科
書
代
(
1
0万
円
・
2

万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
=
年
2
.
4
%

返
済
1
融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦

償
還
)

取
扱
金
融
機
関
=
足
立
農

業
協
同
組
合
の
本
・
支
店
、区
内
の
足

立
信
用
金
庫
・
成
和
信
用
金
庫

保

証
=
金
融
機
関
所
定
の
保
証
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
証
料
は
区
で

負
担
)

期
限
ム
に一
年
2
月
2
9日

申
・
問
先
=
学
務
課
振
興
係

興
野
第
二
児
童
遊
園
を
休
園
し
ま
す

興
野
第
二
児
童
遊
園
(
西
新
井
栄

町
3
-
I
-
2
1
)
は
、
全
面
改
良
工

事
の
た
め
、
H
月
末
か
ら
1
2年
3
月

中
旬
ご
ろ
ま
で
閉
鎖
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
公
園
緑

地
課

掲
示
板

青
色
申
告
決
算
説
明
会

▽
足
立
税
務
署
管
内
・
・
・
日
時
瓦
に
一
月
6

日
・
7
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
所
a
足
立
税
務
署
/
日
時
=
1
2
月
8

日
、
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
、
午
後
1

時
3
0
分
～
4
時
場
所
=
教
育
研
究
所

問
先
=

足
立
税
務
署

a
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

▽
西
新
井
税
務
署
管
内
・
・
・
日
時
=
1
2
月

8
～
1
0
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
・
問
先
=
西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

1

い
ず
れ
も
ト
ト

対
象
=

青
色
確
定
申
告
者

内
容
=

決

算
の
仕
方
/

消
費
税
・
地
方
消
費
税
/

年
末
調
整

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

新
築
都
民
住
宅
ト
ミ
ン
タ
ワ
ー
千
住
5

丁
目
(
千
住
新
橋
南
詰
)
の
入
居
者
募
集

募
集
期
間
=
n
月
2
6
日
～
1
2
月
9
日

対
象
l

都
営
住
宅
入
居
の
所
得
制
限
を

超
え

、
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に

あ
る
方

※
単
身
者
用
な
し

申
込
s

販
売
場
所
a

動
労
福
祉
会
館
(

綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
)
、都
住
宅
供
給
公
社
西
新
井
窓

ロ
セ
ン
タ
ー
な
ど

問
先
=

都
住
宅
供

給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

魯
(
3
4
0
9
)
4
5
2
2

舎
人
公
園
陸
上
競
技
場
の
一
般
関
放

日
の
変
更

毎
月
第
1
日
曜
日
は
一
般
開
放
の
日

で
す
が
、1
2月
5
日
沺
は
墨
東
五
区
サ

ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
第
2

日
曜
日
の
1
2月
1
2日
即
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
先
=

舎
人
公
園
管
理
所

S
(
3
8
5
7
)
2
3
0
8

都
立
城
北
養
護
学
校
公
開

日
時
9
1
2月
2
日
向
、
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
O
時
1
5分

申
込
-
1
2月
1
日

ま
で
に
電
話

場
・
申
・
問
先
=
都
立

城
北
餐
護
学
校

言
(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

日
曜
柔
道
整
復
施
術

足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
で
は
、
日
曜

日
に
持
ち
回
り
で
柔
道
整
復
施
術
を
し

て
い
ま
す
。
実
施
場
所
等
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=

足
立
区
柔
道
接
骨
師
会

昔
(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

日
曜
区
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
ふ
月
1
2
日
・
2
6
日
、1
月
1
6
日

・
3
0
日
、2
月
6
日
・
2
0
日
、午
前
7

時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
鳩
所
=
す
い
す

い
ら
ん
ど
綾
瀬

対
象
1
初
心
者
の
区

民

費
用
=
中
学
生
ま
で
5
0
0円
、
大
人
7
0
0

円
(
貸
し
靴
無
料
)

申
・
問
先
I

ス
ケ
ー
ト
連
盟

長
谷
部

S
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

フ

リ

ー

マ
ー
ケ
ッ
卜

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
1
2月
1
2日
J

①
都
立
舎
人
公
園
西
園
午
前
9
時
～

午
後
3
時
※
雨
天
の
場
合
1
9
日
即
/

6
0
区
画
/
出
店
料
2
千
円
/
電
話
/
高

橋
昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

②
諏
訪
木
西
公
園
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時

※
雨
天
の
場
合
1
9日
剛
/
1
0
0区

画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
金
子

a
(
3
7
0
1
1
)
8
0
8
6

③
北
干
住
イ
ベ
ン
ト
広
場

午
前
1
0時

～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
7
0区
画

/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
斎
藤

昔
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

④
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
中
庭
午
前
9
時
～

午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
1
0
0区画
/

出
店
料
2
千
円
/
電
話
/
大
島

酋
(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
1
2聶
一
日
丿

北
千
佳
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
1
0
0区画
/
出
店
料
千
1
2
千
円
/

電
話
/
安
藤

昔
(
3
8
1
5
)
4
8
8
7

▼
1
2
年
1
月
1
0
日
㈲
北
干
住
イ
ベ
ン

ト
広
場
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※

雨
天
中
止
/
5
0
区
画
/
出
店
料
千
～
千

勁
円
/
電
話
/
山
崎

登
(
3
8
5
3
)
9
3
9
2
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く
ら

し

の
情
報

国

保休
日
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、平
日
に
来

庁
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、休
日
納

付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。保
険
料
の

支
払
い
方
法
な
ど
、こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。日
時
=
1
2
月
1
2

日
即
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
場
・

問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
滞
納
整
理
第

丁

第
二
係

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
人
が
同
じ

月
に
同
じ
病
院
等
で
治
療
を
受
け
、
支

払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金
額
(

自
己

負
担
限
度
額
・・・
6
万
3

千
6
0
0円/

住
民

税
非
課
税
世
帯
3
万
5

千
4
0
0円
)

を
超

え
た
と
き
に

。
申
請
に
よ
り
超
え
た
金

額
が
国
保
か
ら
戻
る
制
度
で
す

。

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
世
帯
に

は
、診
療
月
か
ら
2
～
3
ヵ
月
後
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
(
郵
送
も
可
)
。
申
・
問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
た
め

、
便
利
で
安
心
で
す

。

申
込
=

窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
=

預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵

便
局
を
含
む
)
、
ま
た
は
区
担
当
窓
口
、

区
民
事
務
所

問
先
=

▽
特
別
区
民
税

・
都
民
税
・・・
納
税
課
整
理
係

▽
国
民

健
康
保
険
料
・・・
国
民
健
康
保
険
課
収
納

管
理
係

マ
国
民
年
金
保
険
料
・・・
国
民

年
金
課
保
険
料
區

特
別
区
税
・
都
民
税
の

休
日
納
税
相
談

平
日
に
区
役
所
に
来
庁
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、休
日
納
税
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。納
税
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
l
程
月
5
日
旧
、午
前
9
時
～
午

後
4
時

場
・
問
先
=
納
税
課

都
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

募
集
=
ポ
イ
ン
ト
方
式
(
母
子
世
帯
・
高

齢
者
世
帯
・
心
身
障
害
者
世
帯
・
多
子
世

帯
・
車
い
す
使
用
者
世
帯
)
、単
身
者
、

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
、多
家
族
申
込
用
紙

配
布
期
間
=
1
2
月
1
日
～
8
日
(
土
・

日
曜
日
は
除
く
)

申
込
用
紙
配
布
場

所
―
住
宅
管
理
係
(
期
間
内
配
布
)
、
各

区
民
事
務
所
(
期
間
内
で
も
予
定
枚
数

配
布
次
第
終
了
)

※
く
わ
し
く
は
、

「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
先
‥
l住
宅
管
理
係

紙
門
松
を

配
布
し
ま
す

省
資
源
運
動
の
一
環
と
し
て
、
紙
門

松
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
1
2月

上
旬
か
ら
、
町
会
・
自
治
会
を
通
じ
て

各
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
紙
門
松
は
区
民
事
務
所
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。
お
手
元
に
届
か
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
区
民
事
務
所
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
先
=
あ
し

た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事
務

局
(
地
域
振
興
課
育
成
係
内
)

地
下
鉄
8
号
線

整
備
促
進
大
会

H
月
1
4日
、
区
・
区
議
会
・
地
元
町

会
・
自
治
会
、
商
店
会
主
催
の
「
地
下

鉄
8
号
線
(
有
楽
町
線
)
整
備
促
進
大

会
」が
中
川
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
の
代
表
の
方
々
な
ど
約
3
5
0人が
参

加
し
、8
号
線
の
区
内
延
伸
が
実
現
す

る
よ
う
、
地
域
と
行
政
、
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
最

善
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う
大
会
決
議
を

行
い
ま
し
た
。

今
、
国
は
「
東
京
圄
に
お
け
る
高
速

鉄
道
を
中
心
と
す
る
交
通
網
の
整
備
」

に
つ
い
て
、
運
輸
政
策
審
議
会
に
お
い

て
検
討
中
で
す
。
本
年
6
月
の
中
間
と

り
ま
と
め
に
よ
る
と
、
地
下
鉄
8
号
線

の
検
討
対
象
区
間
は
「
豊
洲
～
亀
有
～

野
田
市
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
と
し

て
は
、こ
の
時
機
を
と
ら
え
、
亀
有
か

ら
野
田
市
の
経
路
が
区
内
を
通
る
よ
う

都
や
国
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
都

市
交
通
課

道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど

に
よ
り
、
せ
っ
か
く
の
道
路
の
機
能
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
　

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
次
の
場
合
、
通
行
の
支
障

に
な
ら
ず
、
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も

の
に
限
り
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や

交
通
管
理
者
(
警
察
)
の
許
可
を
う
け

て
占
用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。

▽
日
よ
け
・
突
き
出
し
看
板
の
設
置
、

ま
た
は
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可

を
受
け
て
い
な
い
も
の

▽
建
築
工
事
の
と
き
の
足
場
な
ど

自
費
工
事
承
認
が
必
要

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た
め

の
、L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
な
ど
の
工
事
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
、
許

可
・
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

道
路
占
用
許
可
申
請
書
・
自
費
工
事
施

行
承
認
申
請
用
紙
は
。
道
路
管
理
課
に

あ
り
ま
す
。

問
先
=
道
路
管
理
課

図
書
館
の
臨
時
休
館

図
書
館
が
特
別
整
理
期
間
な
ど
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
開
館
中
の
図
書

館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
中
央
図
書
館
…
1
2
月
1
日
～
1
2
日

▽
佐
野
、
江
北
、
宮
城
、
新
田
、
伊

興
図
書
館
・・・
1
2月
1
2日
・
1
3日

▽
東
和
図
書
館
…
1
2月
1
8日

問
先
=
中
央
図
書
館

酋
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

12月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談ください。

足
立
区
地
域
振
興
券
特
定
事
業
者
の
方
へ

地
域
振
興
券
の
換
金
請
求
期
限
は
1
1

月
3
0日
で
す
。こ
の
日
を
過
ぎ
る

と
一
切
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
お

手
持
ち
の
地
域
振
興
券
は
、
早
急
に

換
金
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
特
定
事
業
者
登
録
証
、
取

次
依
頼
書
は
換
金
請
求
が
な
け
れ
ば

不
要
と
な
り
ま
す
。
各
自
で
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
振
興
券
の
ス

テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
地
域
振
興
券
の
交
付
・
使

用
は
8
月
3
1日
で
終
了
し
ま
し
た
。

至
急
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
=
産
業
振
興
課
計
画
調
整

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

区
で
は
8
月
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
つ
い
て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
環
境
大
気
3
地
点
、
土
壌
3
地

点
の
調
査
結
果
は
表
2
の
と
お
り
で

す
。コ

プ
ラ
ナー
P
C
B
を
含
む
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
は
、
大
気
は
O
・
1
3～

O
・
1
8四
-
T
E
Q
/

㎡
、
土
壌
は
1
7
8
2
3

昭
-
T
E
Q
/
S
で
、
と
も

に
昨
年
度
調
査
同
様
、
環
境
庁
の
定

め
た
「
大
気
環
境
指
針
≒
土
壌
暫
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
筺
」
よ
り
低
い
値
で

し
た
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
で

も
発
生
し
ま
す
。
家
庭
も
事
業
者
の

方
も
、
ご
み
の
減
量
に
努
め
る
と
と

も
に
、
燃
や
さ
す
に
分
別
し
て
適
切

な
方
法
で
の
処
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
…
ご
み
や
廃
棄

物
の
焼
却
、
農
薬
の
製
造
過
程
な
ど

で
、
非
意
図
的
に
生
成
さ
れ
る
毒
性

の
強
い
有
機
塩
素
化
合
物
。
燃
焼
排

ガ
ス
や
化
学
物
質
の
不
純
物
と
し
て

環
境
中
に
排
出
さ
れ
ま
す

▽
コ
プ
ラ
ナ
ー
P
C
B
・
:
P
C
Bの

う
ち
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
類
似
し
た

毒
性
を
示
す
コ
プ
ラ
ナ
ー
P
C
B

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
し
て
考
え

ま
す

▽
四
(ピ
コ
グ
ラ
ム
)・
:
1
兆
分
の
I

グ
ラ
ム
の
こ
と

▽
T
E
Q
(

毒
性
等
量
)
・
:最
も
毒
性

の
強
い
2
、3
、7
、8
1
四
塩
化
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
に
換
算
し
て
表
示

し
ま
す

問
先
=
環
境
課
調
査

さ
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

表2　 ダ イオキシン 類調査結果

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

★
新
田
保
育
園
バ
ザ
ー
1
2

月
5

日
剛
/

物
品
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/

〒
1
2
3

・
0
8
6
5

新
田
2
1
1

ム

…
J
新
田

保
育
園

豐
(
3
9
1
1
)
0
9

了
7

★
足
立
、葛
飾
オ
ス
ト
ー
メ
イ
ト
話
し

合
い
体
験
交
流
会
1
1
月
2
8
日
興
午

後
1
時
～
4
時
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/

入
場
料
剳
円
/

竹
内

酋
(
3
8
5
2
)
1
2
4
8

★
ク
ーフ
ラ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
1
2

月
5

日
㈲
・・・
千
住
区
民
ホ
ー
ル

、
2
3
日
㈲
・・・

西
部
区
民
ホ
ー
ル
/

午
前
1
0
時
3
0分
～
1
1

二
時
4
5分
/

ギ
タ
ー
で
心
暖
ま
る
う
た

と
お
話
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
/

籾
円

。5

歳
以
下
と
7
0
歳
以
上
の
方
は
無
料
/

小
林
7
3
8
5
6
)
6
4
8
6

★
足
立
子
ど
も
組
織
を
育
て
る
会
・
第

1
回
写
真
展
「輝
け
子
ど
も
た
ち
」

卜
一
月
1
7
日
～
2
2
日
、午
前
9
時
～
午
後

7
時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

無
料
/

荒

井

酋
(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

★
生
バ
ン
ド
で
ダ
ン
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

1
2
月
2
3
日
㈲
、
午
後
5
時
～
8
時
/
西

部
区
民
ホ
ー
ル
/

無
料
/

小
林

き
(
3
8
9
7
)
7
7
0
6

★
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
個
性
輝
く
子
ど

も
に

」1
2

月
4
1日
出
、
午
後
1

時
3
0

分
～
3

時
/

千
寿
桜
小
学
校
/
子
育
て

の
講
話
と
質
疑
応
答
/
お
茶
代
2
0
0円
/

郡
司

雲

へ
3
8
7
0
)
6
2
4
9

★
障
害
者
と
共
に
歩
む
葦
の
会

「
第
4

回
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
I

ク
ダ
ン
ス
J
1
2

月
2
3日
前
、
午
後
1

時
1
5分
I
4

時
1
5

分
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

無
料
/

葦
の

会
・
中
井

a
(
3
8
5
7
)
8
8
3
9
(

昼
間
)

き
(
3
8
5
5
)
1
2
5
7
(

夜
間
)

=
募

集
=

★
ガ
ボ
ッ
ト

毎
週
木
曜
日
/

中
央
朮

町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

ピ
ア
ノ
を
通
し
て

の
親
睦
/

入
会
金
5
0
0円

、
月
額
2

千
円
/

太
田

酋

ら
3
8
8
6
)
5
0
3
6

★
水
引
手
芸
・
お
正
月
飾
り
1
9
一
月
6

日
㈲
、2
0
日
丱
午
前
1
0
時
～
正
午
/

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
約
千
円
(
教
材
)
/

高
橋

萱
心
3
8
8
6
)
4
4
5
9

★
東
京
都
還
暦
野
球
連
盟
参
加
「
足
立

ク
ーフ
ブ
」

毎
週
土
曜
日
/
谷
中
野
球

場
、
上
沼
田
野
球
場
ほ
か
/
5
9歳
以
上
/

軟
式
野
球
/
月
額
千
瞋
円
/
鈴
木
　

昔
(
3
6
2
9
)
5
0
2
9

★
書
道
全
般
「竹
友
会
」毎
月
第
1

・
第
3
火
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月

額
3
千
円
/
伊
藤

昔
(
3
8
9
9
)
6
5
6
6

★
フ
ィ

。ト
ネ
ス
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎

週
火
曜
日
、
午
後
1
2時
3
0分
～
1
時
3
0

分
/
江
北
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
/
I
回
瞋
円
/
清
水

豐
(
3
8
9
0
)
5
0
6
1

★
楽
舞
一
フ
ブ
健
康
ダ
ン
ス
倶
楽
部
毎

月
第
2
・
第
4
火
曜
日
、午
後
2
時
～

3
時
3
0分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
ス

ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
レ
ク
ダ

ン
ス
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/

小
倉

霤
(
3
9
4
1
)
9
2
6
7

★
将
棋
「棋
好
会
」毎
週
土
曜
日
・

午
後
6
時
～
9
時
、毎
月
第
4
日
曜
日

・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
/
佐
野
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/
3
ヵ
月
あ
た
り
千
円
/
嶋

根

昔
(
3
8
8
5
)
2
1
1
9

★
足
立
区
な
ぎ
な
た
連
盟

毎
週
日
曜

日
、
午
後
2
時
1
4
時
/
千
寿
小
学
校

ほ
か
/
小
学
生
以
上
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
2
千
円
/
内
田

豐
(
3
8
8
6
)
3
9
8
9

★
無
料
英
会
話
毎
週
水
曜
日
/
皿
沼

2
-
2
0
j
2
キ
リ
ス
ト
教
会
内
/
金
野
　

(
連
絡
は
水
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～

9
時
)

酋

ら
5
6
9
1
)
3
8
1
8

★
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
く
る
り
く
ら
」

毎
週
1
回
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
青
年

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
2
歳
前
後
の
子
と
そ

の
親
/
1
回
5
0
0円/
福
永

豐
(
5
6
8
1
)
8
5
5
8

★
愛
唱
歌
を
う
た
う
会
「ク
レ
ッ
シ
ェ

ン
ド
」毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日
、

午
後
7
時
～
9
時
/
千
寿
第
四
小
学
校

ほ
か
/
童
謡
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
/

月
額
2
千
円
/
本
多

昔
(
3
8
8
1
)
2
5
7
9
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区
議
会
第
4
回
定
例
会

区
議
会
第
4
回
定
例
会
が
表
1
の
と

お
り
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
お
よ
び

委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

傍
聴
に
つ
い
て
は
、
抽
選
(
開
会
予
定

の
1
時
関
前
か
ら
整
理
券
を
発
行
し
、3
0

分
前
に
抽
選
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
先
り
区
議
会
事
務
局

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　 区議会第4 回定例会日 程ま
ち
の
歴
史
ミ

ニ
事
典

第8 回

東

綾

瀬

～
二
度
の
開
発
～

東
綾
瀬
に
は
「
河
」
と
い
う
字
が
つ

い
た
地
名
が
殘
つ
て
い
ま
す
。
柬
綾
瀬

公
園
に
あ
る
河
内
橋
や
、
一
丁
目
南
端

の
下
河
原
公
園
な
ど
が
代
表
で
す
。
ま

ち
中
に
あ
る
の
に
河
と
い
う
名
前
が
付

い
て
い
て
不
思
議
な
感
じ
で
す
。

下
河
原
公
園
の
す
ぐ
南
に
足
立
と
葛

飾
の
区
界
が
走
つ
て
い
ま
す
が
、こ
の

境
界
は
か
つ
て
の
古
隅
田
川
の
跡
で

す
。こ
の
川
は
江
戸
時
代
の
前
、
利
根

川
流
路
の
一
つ
で
し
た
。
現
在
の
綾
瀬

川
付
近
か
ら
中
川
に
か
け
て
の
区
域
東

萱

喬

・
裂

川
の
砠

籌

石

た
。江

戸
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
地
を
開

発
す
る
人
々
が
登
場
し
ま
し
た
。
東
綾

瀬
や
隣
の
東
和
一
帯
に
集
落
と
耕
地
が

広
が
る
よ
う
に
な
り
、
北
三
谷
村
が
で

き
ま
し
た
。
氾
濫
原
野
た
っ
た
と
こ
ろ

に
、
水
路
を
ひ
き
耕
地
を
閧
い
て
村
が

で
き
た
の
で
す
。そ
れ
か
ら
約
窈
年
後
、

開
発
者
の
子
孫
た
ち
は
、
今
度
は
都
市

化
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。
地
元
の
人

々
は
、
北
三
谷
土
地
区
画
整
理
組
合

(
1
9
5
9
～
6
9
)
を
設
立
し
、
農

村
か
ら
都
市
へ
の
大
改
造
を
行
い
ま
し

た
。区
画
整
理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、

都
立
柬
綾
瀬
公
園
や
東
綾
瀬
団
地
を
は

じ
め
住
宅
が
整
然
と
建
ち
並
び
、
今
、

私
た
ち
が
見
る
柬
綾
瀬
の
ま
ち
並
み
が

登
場
し
ま
し
た
。

区
画
整
理
さ
れ
た
ま
ち
並
み
に
あ
る

公
園
は
、
か
つ
て
河
川
の
氾
濫
原
野
を

農
村
に
創
り
上
げ
た
先
人
と
、
農
村
を

都
市
へ
大
改
造
し
た
先
人
の
営
み
を
私

た
ち
に
伝
え
て
い
る
歴
史
的
な
遺
産
と

い
え
ま
し
ょ
う
。A

郷
土
博
物
館
V

卜
河
川
沿
い
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
地
名

の
つ
い
た
下
河
原
公
園

小・中学生の いじめ 相談
月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 学校教育部指導室内)
あ だちカ レンダ ー 12月
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